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改革改善
の考え方

①問題
点

会員数の拡大と共に活動実績を増やす必要がある。

②改革
提案

事業の周知を強化する。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

集団託児の回数が少なかったため総実施件数は減少したが、個別の相互援助については減少していない。

総事業費①+② 4,456 4,277 4,456 6,964

50 50

臨時職員所要時間

一般財源 2,139 1,427 1,427 4,114

人件費計（千円）② 179 179

正規職員所要時間

起債

その他

1,425 1,425 1,425

県支出金 2,138 1,425 1,425 1,425

事業費計（千円）① 4,277 4,277 4,277 6,964 （国）保育緊急確保事業費補助金（１／３）
1,425千円
（県）保育緊急確保事業費補助金（１／３）
1,425千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

子育て支援業務を社会福祉法人飯田市社会福祉協議会に委託
１　広報活動とファミリーサポート会員の募集
２　会員に対する講習会等の開催
　　　養育支援訪問員養成講座事業の実施
３　会員のファミリーサポート活動のコーディネート

１　会員数
２　活動数
３　コーディネーター人数

１　　　 618人
２　　1,258回
３　　 　1.2人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・家庭での育児を支援するため、支援を必要とする人（依頼会員）と支援活動を行うことのできる人（提供会員）とを結びつけて、在宅支
援を行う事業。
・社会福祉協議会にファミリーサポートセンターの運営を委託している。
・平成２２年度から子育て支援と生活支援の事業に分割した。

成果
指標

ファミリーサポート活動の実施件数 1700 1258 1715 1691

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

協力会員数（両方会員を含む） 288向上させたい上位施
策の成果指標

子どもを育てやすい社会環境であると感じている対象者
の割合（％）

依頼会員数（両方会員を除く）（育
児をしている親）

330

意図（どういう状態
にするか）

・依頼会員が仕事と家庭の両立ができる
・子育てを地域で助け合う活動ができる

目
的

対象（誰・何を）
・ファミリーサポートを必要としている依頼会員
・ファミリーサポートを提供しようとする協力会員

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 子育て支援課 H27係等名 こども家庭応援センター H26係等名 子育て支援係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 13 終了
事務事業名 ファミリーサポートセンター（子育て支援）運営事業

会計 一般会計
11 39

事業種別 政策

3 施策№ 37 事業№


